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Ⅰ．協会けんぽ千葉支部の基礎データⅠ．協会けんぽ千葉支部の基礎データ



平成22年3月末現在
当月データ 前月データ 前年同月データ 前月比 前年同月比 備考

適用事業所数 39,213 事業所 39,090 事業所 38,313 事業所 +0.31% +2.35%

被保険者数 405,892 人 406,781 人 401,181 人 -0.22% +1.17% 千葉県人口（平成22年3月末日現在）は6,145,823人

男性 257,531 人 258,022 人 254,731 人 -0.19% +1.10% であり、協会けんぽ千葉支部の加入者（被保険者、被扶養

女性 148,361 人 148,759 人 146,450 人 -0.27% +1.30% 者）は千葉県人口の11.53％。

被扶養者数 302,613 人 301,990 人 296,057 人 +0.21% +2.21% ※ 千葉県はベッドタウンの側面があるため、東京支部等の他支部

男性 96,716 人 96,319 人 93,956 人 +0.41% +2.94% の協会けんぽに加入している住民が多いので、全国ベースで見た

女性 205,897 人 205,671 人 202,101 人 +0.11% +1.88% 協会けんぽの加入者率（約27％）より大分低い。

任意継続被保険者数（再掲） 10,391 人 10,423 人 8,851 人 -0.31% +17.40%

平均標準報酬月額 291,828 円 292,290 円 299,884 円 -0.16% -2.69% 昨今の経済情勢の悪化に伴い、平均標準報酬月額

（平成22年3月分） 男性 328,026 円 328,583 円 338,854 円 -0.17% -3.20% が減少している。前年同月比で8,056円減少。

女性 228,996 円 229,340 円 232,100 円 -0.15% -1.34% （男性で10,828円、女性で3,104円減少）

平均年齢（被保険者） 43.91 歳 43.87 歳 43.76 歳 +0.044歳 +0.157歳

男性 44.46 歳 44.43 歳 44.32 歳 +0.025歳 +0.133歳

女性 42.97 歳 42.89 歳 42.77 歳 +0.075歳 +0.199歳

健康保険委員委嘱数 141 人 140 人 27 人 +1人 +114人

男性 76 人 76 人 22 人 +0人 +54人

協会けんぽ千葉支部の基礎データ

男性 76 人 76 人 22 人 +0人 +54人

女性 65 人 64 人 5 人 +1人 +60人

保険給付費 8,091,597 千円 7,118,395 千円 7,444,719 千円 +13.67% +8.69%

（平成22年3月分） 医療給付費 7,412,273 千円 6,496,165 千円 6,807,442 千円 +14.10% +8.88% 医療給付費、その他の現金給付費ともに、前年同

診療費 5,755,589 千円 5,076,445 千円 5,294,494 千円 +13.38% +8.71% 月比で増加している。医療給付費は約6億円、8.9％

入院 2,054,715 千円 1,848,770 千円 1,814,052 千円 +11.14% +13.27% の増加、その他の現金給付費は約4,200万円、6.6％

入院外 2,891,129 千円 2,519,015 千円 2,720,150 千円 +14.77% +6.29% の増加。

歯科 809,745 千円 708,660 千円 760,291 千円 +14.26% +6.50% また、3月は医療給付費が高い値を示す傾向にあ

薬剤支給 1,374,737 千円 1,148,507 千円 1,250,435 千円 +19.70% +9.94% り、今年度についても前月の２月と比べるとで約9

53,526 千円 49,298 千円 52,466 千円 +8.58% +2.02% 億1千万円、14.1％増加している。季節の変わり目

や花粉症が影響していると推察されるが、必ずしも

訪問看護療養費 6,065 千円 5,840 千円 4,965 千円 +3.85% +22.16% 実証されてはいない。

0 千円 13 千円 0 千円 （なお、全国の医療給付費合計は、前年同月比で約99億7千万円、

2.8％の増加。 前月比で約404億4千万円、12.4％の増加。）

療養費 108,087 千円 110,307 千円 96,764 千円 -2.01% +11.70%

移送費 0 千円 0 千円 0 千円

高額療養費 114,269 千円 105,755 千円 108,319 千円 +8.05% +5.49%

その他の現金給付費 679,323 千円 622,230 千円 637,277 千円 +9.18% +6.60%

傷病手当金 326,510 千円 280,653 千円 320,107 千円 +16.34% +2.00%

埋葬料 5,000 千円 3,200 千円 3,800 千円 +56.25% +31.58%

出産育児一時金 279,580 千円 273,960 千円 249,360 千円 +2.05% +12.12%

出産手当金 68,234 千円 64,417 千円 64,010 千円 +5.93% +6.60%

入院時食事療養・生活療養費

（標準負担額差額支給分を除く）

入院時食事療養・生活療養費

（標準負担額差額支給分）



前年度対比 前年度対比

保険給付費 86,518,512 千円 82,722,668 千円 +4.59% 4,420,356,655 千円 4,317,886,486 千円 +2.37%

医療給付費 79,006,074 千円 75,752,480 千円 +4.30% 4,049,353,948 千円 3,961,956,554 千円 +2.21%

診療費 62,182,674 千円 59,945,438 千円 +3.73% 3,228,457,551 千円 3,182,995,238 千円 +1.43%

入院 22,156,541 千円 21,062,442 千円 +5.19% 1,197,350,904 千円 1,164,525,297 千円 +2.82%

入院外 31,339,916 千円 30,191,011 千円 +3.81% 1,610,152,425 千円 1,587,642,371 千円 +1.42%

歯科 8,686,215 千円 8,691,985 千円 -0.07% 420,954,223 千円 430,827,570 千円 -2.29%

薬剤支給 13,738,759 千円 12,801,013 千円 +7.33% 648,850,327 千円 609,783,015 千円 +6.41%

3,084,641 千円 3,006,029 千円 +2.62% 172,046,068 千円 169,178,302 千円 +1.70%

その他の現金給付費 7,512,437 千円 6,970,188 千円 +7.78% 371,002,701 千円 355,929,931 千円 +4.23%

傷病手当金 3,774,765 千円 3,399,756 千円 +11.03% 169,933,606 千円 162,840,406 千円 +4.36%

千葉支部 全国計

平成２１年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２０年度

その他

（高額療養費等）

保険給付費等の対前年度比較

傷病手当金 3,774,765 千円 3,399,756 千円 +11.03% 169,933,606 千円 162,840,406 千円 +4.36%

埋葬料 45,950 千円 59,359 千円 -22.59% 2,041,616 千円 2,704,376 千円 -24.51%

出産育児一時金 2,960,990 千円 2,822,130 千円 +4.92% 154,891,698 千円 148,666,579 千円 +4.19%

出産手当金 730,734 千円 688,942 千円 +6.07% 44,135,787 千円 41,718,571 千円 +5.79%

１か月の平均加入者数 704,305 人 692,785 人 +1.66% 34,817,622 人 35,002,656 人 -0.53%

１か月の平均被保険者数 406,148 人 399,964 人 +1.55% 19,625,500 人 19,804,152 人 -0.90%

男性 257,126 人 254,257 人 +1.13% 12,129,368 人 12,275,464 人 -1.19%

女性 149,022 人 145,707 人 +2.27% 7,496,132 人 7,528,689 人 -0.43%

１か月の平均被扶養者数 298,157 人 292,821 人 +1.82% 15,192,123 人 15,198,504 人 -0.04%

男性 94,706 人 92,473 人 +2.41% 5,015,079 人 4,998,800 人 +0.33%

女性 203,451 人 200,348 人 +1.55% 10,177,043 人 10,199,704 人 -0.22%

加入者１人あたり保険給付費 122,842 円 119,406 円 +2.88% 126,957 円 123,359 円 +2.92%

加入者１人あたり医療給付費 112,176 円 109,345 円 +2.59% 116,302 円 113,190 円 +2.75%

加入者１人あたり現金給付費 10,666 円 10,061 円 +6.01% 10,656 円 10,169 円 +4.79%

保険給付費等の対前年度比較

平成２１年度の千葉支部の保険給付費は865億1,851万円で、前年度と比べると4.59％増加した（全国では4兆4,203億5,666万円で2.37％の増加）。なお、千葉支部の加入者

数は704,305人で、前年度と比べると1.66％増加した（全国では34,817,622人で0.53％の減少）。加入者１人あたり保険給付費は122,842円となり、前年度比2.88％の増加

で、全国の前年度比2.92％増加と比較すると若干増加率が低い。



千葉支部

全国

医療給付費

79,006

（91.3%）

その他の現金

給付費

7,512

（8.7%）

保険給付費

単位：百万円

入院外

31,340

（39.7%）

入院

22,157

（28.0%）

薬剤支給

13,739

（17.4%）

歯科

8,686

（11.0%）

療養費

1,342

（1.7%）

高額療養費

1,059

（1.3%）

その他

684

（0.9%）

医療給付費

単位：百万円

傷病手当金

3,775

（50.2%）

出産手当金

731

（9.7%）

埋葬料

46

（0.6%）

その他の現金給付費

単位：百万円

出産育児一時金

2,961

（39.4%）

保険給付費

単位：百万円

その他の現金給付費

371,003

（8.4%）

医療給付費

4,049,354

（91.6%）

薬剤支給

648,850

（16.0%）

歯科

420,954

（10.4%）

療養費

74,160

（1.8%）

高額療養費

58,535

（1.4%）
その他

39,351

（1.0%）

医療給付費

単位：百万円

入院外

1,610,152

（39.8%）

入院

1,197,351

（29.6%）

傷病手当金

169,934

（45.8%）

出産手当金

44,136

（11.9%）

埋葬料

2,042

（0.6%）

その他の現金給付費

単位：百万円

出産育児一時金

154,892

（41.7%）

平成21年度の保険給付費の内訳

千葉支部の保険給付費のうち、医療給付費が全体の約91％を占める。残りの9％弱が傷病手当金をはじめとする現金給付費である。協会けんぽ全体でみてももほぼ同じ構成で

ある。医療給付費については、入院の構成比が全国に比べて1.6ポイント低い。また、薬剤支給の構成比が全国に比べて1.4ポイント高い。現金給付費については、傷病手当金

の構成比が50％を超え、全国と比べて高くなっている。

約865億1,800万円

約4兆4,203億5,700万円



対比

標準報酬月額の総額 1,435,359,086,376 円 1,440,571,871,543 円 -0.36%

標準賞与額の総額 142,511,797,710 円 155,737,343,269 円 -8.49%

合計（標準報酬総額） 1,577,870,884,086 円 1,596,309,214,812 円 -1.16%

１か月の平均被保険者数 406,147 人 399,964 人 +1.55%

被保険者数１人当たり標準報酬総額 3,884,975 円 3,991,132 円 -2.66%

（参考）協会けんぽ全体

21年度 20年度

千葉支部の標準報酬総額

（参考）協会けんぽ全体

対比

標準報酬月額の総額 65,811,025,540,467 円 67,764,653,475,089 円 -2.88%

標準賞与額の総額 7,508,720,341,664 円 8,447,295,789,585 円 -11.11%

合計（標準報酬総額） 73,319,745,882,131 円 76,211,949,264,674 円 -3.79%

１か月の平均被保険者数 19,625,500 人 19,804,152 人 -0.90%

被保険者数１人当たり標準報酬総額 3,735,943 円 3,848,281 円 -2.92%

21年度 20年度

千葉支部の標準報酬総額

平成２１年度の千葉支部被保険者の標準報酬総額は1兆5,778億円で、前年度と比べると1.16％減少した（協会けんぽ全体では73兆3,197億円で3.79％の減

少）。なお、千葉支部の平均被保険者数は406,147人で、前年度と比べると1.55％増加しているため、被保険者１人当たり標準報酬総額は約388万円となり、

前年度と比べると2.66％の減少で、標準報酬総額より減少幅が大きい。（なお、協会けんぽ全体と比較すると、千葉支部の１人当たり標準報酬総額は高く、前年

度からの減少幅も小さい。）

（参考）平成20年度の被保険者１人あたり標準報酬総額

健保組合 ５５４万円 共済組合 ６８１万円 協会けんぽは他の被用者保険に比べ賃金水準が低い。



1,599憶円

（＋2.7％）

1,557憶円

（▲2.6％） 1,425憶円

（▲8.5％）15,000

15,500

16,000

16,500

（億円）

標準報酬月額の総額 標準賞与額の総額

1兆5773億円

1兆5963億円

1兆5778億円

千葉支部の標準報酬総額の推移

標準報酬月額の総額 標準賞与額の総額 合計（標準報酬総額） 標準報酬月額の総額 標準賞与額の総額

19年度 1,417,427,480,930 159,933,778,289 1,577,361,259,219 19年度 （対前年度比） +4.3% +2.7%

20年度 1,440,571,871,543 155,737,343,269 1,596,309,214,812 20年度 （対前年度比） +1.6% -2.6%

21年度 1,435,359,086,376 142,511,797,710 1,577,870,884,086 21年度 （対前年度比） -0.4% -8.5%

１兆4174憶円

（＋4.3％）

1兆4405億円

（＋1.6％）

1兆4353億円

（▲0.4％）

1,599憶円

（＋2.7％）

1,557憶円

（▲2.6％） 1,425憶円

（▲8.5％）

13,000

13,500

14,000

14,500

15,000

15,500

16,000

16,500

19年度 20年度 21年度

（億円）

標準報酬月額の総額 標準賞与額の総額

1兆5773億円

1兆5963億円

1兆5778億円

千葉支部の標準報酬総額の推移



846億7123万円

（＋1.9％）

延べ26万2484人

（＋3.1％）

803億7727万円

（▲5.1％）

延べ25万1640人

（▲4.1％ ）

737憶7504万円

（▲8.2％）

延べ24万7643人

（▲1.6％）

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

（億円）

4～9月 10～3月

1599億3377万円
1557億3734万円

1425億1179万円

冬 １人あたり

３２万２千円
１人あたり

２９万７千円
１人あたり

３１万９千円

千葉支部の標準賞与総額の半期毎推移

標準賞与額合計（4～9月） 標準賞与額合計（10月～3月） 合計

19年度 75,262,539,630 84,671,238,659 159,933,778,289 賞与総額 被保険者数

20年度 75,360,070,372 80,377,272,897 155,737,343,269 19年度 前期（対前年同期比） 3.6% 3.1%

21年度 68,736,754,760 73,775,042,950 142,511,797,710 後期（対前年同期比） 1.9% 3.1%

賞与支払い被保険者数（4月～9月） 賞与支払い被保険者数（10月～3月） 合計 20年度 前期（対前年同期比） 0.1% 0.6%

19年度 250,558 262,484 513,042 後期（対前年同期比） -5.1% -4.1%

20年度 252,152 251,640 503,792 21年度 前期（対前年同期比） -8.8% -2.1%

21年度 246,884 247,643 494,527 後期（対前年同期比） -8.2% -1.6%
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Ⅱ．主要データの月次推移（グラフ）Ⅱ．主要データの月次推移（グラフ）



１．適用事業所数の月次推移

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１９年度 35,564 35,732 35,858 35,996 36,122 36,224 36,307 36,427 36,553 36,657 36,746 36,858

２０年度 37,157 37,294 37,412 37,557 37,670 37,771 37,890 37,969 38,068 38,161 38,239 38,313

２１年度 38,512 38,598 38,703 38,818 38,881 38,892 38,917 38,911 38,909 39,002 39,090 39,213

単位：事業所
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適用事業所数の月次推移
１９年度 ２０年度 ２１年度

平成22年3月末の千葉支部の適用事業所数は39,213事業所（前年同月比で900事業所、2.35％増）である。平成19年度当初より一貫して増加傾向にあるが、21年11

月末については、平成19年度以降ではじめて前月減となった（前月比で6事業所、0.01％減）。引き続く21年12月末についても、前月比で2事業所の減となった。22年1

月からは、再び増加に転じている。

平成20年9月末は前年同月比4.27％増、21年3月末は同3.95％増、21年9月末は同2.97％増、そして22年3月末は同2.35％増と半期ごとの増加ペースは連続して鈍化

している。

平成18年施行の改正商法により、資本金１円で会社を設立できるようになったことに伴い、適用事業所数が増加傾向にあるものと推察されるが、増加ペースの鈍化につい

ては、平成20年9月のリーマン・ブラザーズの破綻を引き金とした経済不況が影響していると判断される。



２．被保険者数の月次推移（任意継続被保険者を含む）
単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１９年度 390,633 392,341 393,445 394,080 394,978 395,054 395,325 396,233 395,684 395,710 395,756 393,883

２０年度 397,697 398,853 399,977 400,054 400,207 400,780 400,797 401,344 400,372 399,269 399,041 401,181

２１年度 403,444 405,600 406,693 406,792 405,568 406,036 406,137 406,756 407,023 407,051 406,781 405,892
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被保険者数の月次推移

１９年度 ２０年度 ２１年度

平成22年3月末の千葉支部の被保険者数は405,892人（前年同月比で4,711人、1.17％増）である。平成21年度はすべての月において、前年同月比で被保険者数が

1.1％～1.9％増で推移している。４月～７月までは４か月連続で前月比の被保険者数が増加していたが、８月に入って初めて前月比1,224人の減少となった。その後、1月

までは毎月微増していたが、2月からは再び前月比270人の減となり、３月についても退職シーズンのためと推察されるが、前月比889人の減となった。その結果、最も多

かった1月末と比較すると1,159人減少している。退職後の任意継続被保険者数については、前年同月比で1,540人、17.4％増加している。

なお、千葉県の「毎月勤労統計調査地方調査」（常時５人以上の常用労働者を雇用する事業所を対象）によれば、常用労働者数が21年3月末で1,565,599人、22年3月末

で1,542,825人であり、前年同月比で22,774人、1.45％の減となっている。

「毎月勤労統計調査地方調査」の状況と被保険者数５人未満の事業所が千葉支部全体の約58％を占めていることを総合して勘案すると、被保険者数の増加は５人未満事業

所の被保険者が多くを占めているのではないかと推測される。よって、被保険者数の増加の要因は適用事業所数の増加と同様に改正商法が関係していると推察される。また、

退職後の任意継続被保険者数の増加も要因の１つである。



Ⅲ．平成２１年度 千葉支部事業運営状況



Ⅳ．事業運営状況の月次推移（グラフ）


